












A Practical Study for the Establishment of 
a Regional Dental Health Care System for the Handicapped 
Part 1 A fact-finding study on the 
oral condition of the institutionalized handicapped
HIROSHI KASAHARA TATSUO WATANABE YUKIHIKO SOEJIMA MASAHIKO IZAWA
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図12　施設別のロ腔清潔度
松本歯学　12（1）1986
回診療対象施設に比較すれぽ，それほど十分なも
のではない．
　今回の実態調査の結果からみて，このような巡
回診療を軸とした歯科的健康管理を数年間にわ
たって実施してきた成果として，下記のような好
ましい変化があらわれてきたと考えられる．
　（1）それぞれの施設に入所しているすべての障
害者に対して，その歯科的健康状態を把握し，適
切な処置を講じることが可能となった．これは，
必要に応じて全身麻酔下集中治療法などの強力な
治療手段と組み合わされ，歯科的健康の回復にき
わめて有用であった．
　（2）そうした結果，治療が必要な鶴蝕のほとん
ど全部が処置ずみとなった．その結果，踊蝕によっ
て歯を失うおそれは，完全に過去のものとなった．
　（3）重度の心身障害のために通院がきわめて困
難な患者に対しても，3～4ヵ月ごとの定期検診
が確実に実施されることにより，十分な予後管理
が確保され，回復された歯科的健康は着実に維持
された．
　（4）ブラッシングや歯肉マッサージの習慣が次
第に定着してきた．その結果，歯肉の状態や口腔
清潔度が当初よりも大幅に改善した．歯肉出血や
歯肉増殖がほとんど見られなくなり，いくつかの
施設での悩みの種であった強い口臭も一掃され
た．
　（5）歯科治療に対する協力状態が，回を追って
著しく改善されてきた．これは，「歯の治療は痛い
もの，歯医者は恐いもの」という在来の観念が，
実際の体験を通じて次第に修正されてきたため，
ならびにトレーニング効果によるものと思われ
る．
　（6）障害者の歯科的健康の意義について，施設
職員や保護者など周囲の人びとの理解が深まり，
より一層の積極的な協力が得られるようになって
きた．
結 論
　長野県内の障害者施設11ヵ所にて，入所（寮・
院）中あるいは通学の障害児・者858名の歯科的健
康状態を調査した結果，次のような結論を得た．
　1．鶴蝕罹患状況については，施設問の格差が
きわめて大きかった．要治療の踊蝕のほとんど全
てが処置完了され，歯痛や歯の喪失のおそれがす
91
でに過去のものとなっているような施設もあった
が，その一方では，多数の進行した髄蝕がそのま
ま放置され，急性症状に苦しむ老が少なくないよ
うな施設もあった．
　2．巡回診療を軸とした歯科的健康管理下にあ
る施設では，重度の障害者であっても，一人あた
り平均の未処置歯数はわずか2歯前後であり，そ
れぞれの年齢に相当する平均的な健常者よりも大
幅に少なくなっていた．しかし，そのような取り
組みがなされていない施設では，大半の酷蝕が治
療されないまま放置され，平均未処置歯数が8
～9歯に達していたところもあった．
　3．類似の施設の比較・検討により，このよう
な著しい施設問格差は，歯科的健康管理体制の有
無，あるいは歯科医療供給状況と明らかに大きな
関連があることが認められた．
　4．補綴状況についても，ブリッジや有床義歯
による補綴治療が積極的に試みられている施設
と，欠損がそのまま放置されている施設とが見ら
れた．可撤式の義歯の使用については，心身障害
の種類や程度など障害者自身の能力が問題となる
ことが，障害者に理解を持った歯科医療機関が近
隣に存在することも不可欠と思われた．
　5．歯肉の状態と口腔清潔度についても，巡回
診療を軸とした歯科的健康管理下にある施設とそ
のような取り組みが確立していない施設とでは，
歴然たる差異が認められた．自力ではブラッシン
グができないような重度の障害者でも，施設職員
の積極的な関与が確立している施設では，良好な
口腔内環境が保たれ，抗てんかん薬による歯肉増
殖も食い止められていた．
　6．障害者の歯の健康を守るためには，巡回診
療を軸とした歯科的健康管理がきわめて有用であ
り，すべての障害者に対して，そのような地域医
療の体制を確立することが緊急の課題であると考
えられた．
　本研究に御協力を賜った各施設の関係者に深く
感謝申し上げる．また，本研究の実施にあたって
　「財団法人　トヨタ財団」より研究助成を受けた．
併せて謝意を表する次第である．
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